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1．はじめに
　早稲田大学大学院日本語教育研究科日本語教育実践研究（7）（以下、実践（7））は、
早稲田大学日本語教育センター別科日本語専修課程日本語講座（以下、別科）日本語
漢字指導7－8Aでの実習に参加する大学院生が受講するクラスである。院生は、鈴木義
昭教授の担当される60分目授業を見学し、残りの30分を利用して教育実習を行うとい
う形で漢字指導7－8Aに出席した。実践（7）では、漢字指導7－8Aで実践を行うための
準備と検討などが行われ、担当教員がコメントやアドバイスを行った。
　「漢字教育は、文字教育であるとともに語句・語彙教育である」という認識に基づ
き、教科書教材、教科書に準拠して作った漢字ドリルなどによる漢字指導に止まらず、
漢字の読み方・書き方を含めて使い分け方の問題に重点をおき、「形声文字」、「同音異
義語」、「同訓異義語」などを授業内容として取り上げた。また、漢字学習としてのこ
とば遊び・漢字ゲームも積極的にとりいれて授業を構成した。本稿では、日本語漢字
指導7－8Aの別科生のアンケート調査で好評であった「同音異義語」の実践を検討した
い。
2，先行文献
　昭和40年度後期試験の教育心理学の答案における誤字・当て字などを調べた結果に
よると、日本人の大学生の誤字・当て字の誤りは、同音異義語が71．3％で最も多いと
いう（柴原1967）。また、石田（1999）は、非漢字系学習者の問題は（1）筆順（2）
字形（3）同音語（4）音訓（5）熟語などであると指摘し、そして、同音語につい
て、「初級後半以後の漢字教育では、同音語の整理、使い分けの指導が重要な位置を占
める。漢字の書き方テストの誤答を分析してみると、同音異義語の混同が最も多い」
と述べている。同音異義語が日本人にとっても難しいものであるならば、外国人にと
ってもなおさらのことであろう。
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では、教師が同音異義語をどのように指導すれば学生に理解されやすいのだろうか。
土井・前回（1973）は、以下のように述べている。
　文の意味は、それを構成する単語の意味から成る。文中の単語は単独で置かれた
　単語に比べ、より限定され具体化された意味を持つ。文中の単語の意味を具体的
　意味、単独で置かれた単語の意味を抽象的意味ということにする。
　また、文中の単語の抽象的意味における関連について、以下のような図で示して
　いる。
↓”…… ’↓↓”●3
顔のカワ（皮、河）がむけた。
　この図について、以下のような説明がある。
　　“意味”の関連を何らかの方法で抽出・定量化できれば、その情報を自然言語処
　　理に利用できるであろう。…「皮」と「顔」、「皮」と「むける」の間には強い関
　　連があるはずであり、一方、「河」と「顔」、「河」と「むける」の間の関連は弱い
　　はずである。
　また、猪木（1976）では、以下のように述べている。
　　文脈効果とは、記銘時とテスト時とで記二宮の提示される事態、すなわち文脈が
　　異なると、文脈が同じ場合に比較して成績が悪くなるという現象である。（中略）
　　Anderson＆Bower（1974）の説に従えば、同音異義語は、文脈が異なると異なった
　　意味に受け取られる可能性があり、そのために文脈効果が生じるであろう。
　なお、武部（1997）は、同音鼠姑の書き分けについて、以下のように述べている。
　　字音は同じでも、それぞれの漢字の持つ意味は異なるのである。その意味の違い
　　に基づいて使い分けるのが、同音漢字の書き分けである。
　川口（1993）では、以下のように述べている。
　　漢字指導は語彙教育の重要な一部であるが、単語の構成要素として漢字を教える
　　ときは、まずその単語自体がどのような文脈で使われているかを示し、その文脈
　　の中ではどのような意味で使われているかを考えさせることが必要になる。これ
　　によって、既習の知識を使って未習語彙の意味・用法を類推するという能力が育
　　ち、その過程で単漢字の意味が抽象され、漢字の造語力に目を向ける基礎ができ
　　るのである。
　福岡（1995）は、想起されるイメージの方法を使い、字形と意味を結びつけること
で、字形から漢字の意味が想起されると考えている。
　　例えば・「飛行機」の「飛」の「モ」1ま形がおもしろく目を引き、「・i・g」（羽）
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　　に似ている。「機」の「広幻は、飛行機の中に乗っている人やエンジンに見える。
　　「音楽」の「楽」の「γく」は、スピーカー、ステレオ、ボイス、サウンドなど
　　に見える。
　また、石田（1999）は、漢字の学習について、「漢字の学習は原則として簡単な字体
から複雑iな字体へと進むが、字体が簡単か複雑かよりも、『必要性』の方が重視される。
学習者の日常生活に密着していると思われる漢字、（中略）＿応用面を考慮し、造語
力の高い漢字も優先的に与えられる。」と述べている。この点を同音異義語の指導に応
用すると、同音異義語を指導する時には、選択する語彙はなるべく日常生活に密着し
ているものを選ぶ方がよいであろう。
3．同音異義語の指導方法
　同音異義語の指導を考える時、まず学習者にはどんな問題点があるかを了解しなけ
ればならない。該当する漢字を知っているか、語彙を知っているか、類似の漢字がき
ちんと区別できるかどうかなど、これらは広く漢字教育に普遍的に存在している問題
点であろう。しかし、今回の教育実践のクラスはレベル7－8、いわゆる超上級の学習者
であるので、日本語能力試験2級レベルの漢字及び語彙を既に身につけていると想定さ
れる。授業のポイントとしては「どうやっていくつかの同音異義語から正しい言葉を
選び、文章全体の意味を通じさせるか」ということになるであろう。
　単語だけで文章にならないので、文脈によって同音異義語を選択するという点が多
くの先行研究に指摘されている。しかし、「文脈によって選択する」という言い方は、
実は非常に抽象的な概念であって、今回の実践は「文脈」に含まれる要素に絞って、
より効果的な指導方法を試そうとした。
　①　意味
　「同音異義語」は、発音が同じであるのに意味が違う組み合わせである。正しい言
葉を選ぶ際に、まずこの言葉の前後、また文章全体の意味を考える。例えば、次のよ
うな例があるとする。
　　例文1：花畑で小さな女の子がスミレの壁やクローバーを摘んでいました。
　この例文の「はな」は「花」、「鼻」あるいは「端」のどれであるかというと、まず
直前の「スミレ」という言葉から考えればどうであろうか。ちょっと離れているが「花
畑」というキーワード情報からも「はな」の漢字は「花」のほうが妥当と判断できる。
これは言葉の前後による判断である。ここでは一文しか取り出していないが、記事全
体が植物などについて書かれていれば、記事全体に現れる多くのキーワードは「花」
を想起させる証拠として用いられているはずである。これは文章全体による判断であ
る。
　②　複合語や関連語
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　言葉は常に単独で使われるものではなく、他の言葉と組み合わされて複合語になっ
たり、関連語とペアとして使われたりする確率は非常に高い。対象単語の前後にどん
な言葉があるかによって意味を判断できる。
　例えば「こうえんを散歩する」、「こうきゅう品」、「パーティーにさんかする」など、
よく一緒に使われる関連語、あるいは既に複合語として使われている語彙からヒント
が得られる。
　例文1を見てみると、「『はな』を摘む」という組み合わせから「花」であると判断
できるのである。
　③品詞と助詞
　発音が同じであっても品詞が違えば、言葉の使い方も違う。それによって前後に使
われる助詞も限られている。
　　例文2：新しいプロセッサを1璽［内蔵］したマシンが発表された。
　「内蔵」はサ変動詞であるが、「内臓」はそうでないため、「ないぞう」と「する」
の関連確率を考慮に入れば比較的判断しやすい。また、直前の助詞「を」を考えれば
後ろに来るのは動詞であるはずである。
　以上のように今回の実践では「意味」、「複合語や関連語」、「品詞と助詞」という3
つのポイントに絞ってみた。ただし、それぞれのヒントは独自に働いているのではな
く、例えば例文1の「スミレ」は「花」と判断する「意味」上のヒントとも言えるし、
「花」と関連しやすい語と考えてもいい。判断する時、いろいろなヒントを総合的に
運用すれば、同音異義語の弁別に役立つであろう。
4．漢字指導の実習
4－1概要
　今回の教育実習は鈴木教授が担当している漢字指導7－8Aクラスの学習者を対象
にして行った。非漢字圏と漢字圏の学生、合わせて19名である。主にドイツ、ロシア、
中国、韓国から来日し、それぞれのバックグランドと学習目的を持っている。非漢字
圏の学習者が13名、漢字圏（中国、韓国、香港）の学習者6名の計19名である。そ
の中で日本語レベルが中級以上で、1級能力試験を目指している学生が多い。30分の
教育実習を有効に利用して、みんなが難しく感じている同音異義語を説明、役に立つ
区別方法を教えることを教育実習の前提にした。学習者が教育実習を通して徹底的に
同音異義語をマスターできるとは言えないが、最低限、同音異義語に対する認識を深
め、興味を示すことができればいいであろう。学習者に同音異義語の定義・原因を説
明した上で、練習やゲームによって同音異義語の知識を身に付けさせる。使用語彙は
主に日本語能力試験2級出題基準の単語とし、補助教材は先生と相談した上で自作し
たプリントを用いた。
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4－2事前調査
　教案を作るために、事前に穴埋め問題10問を作り、学習者のレベルを調査した。こ
こで間違いが多かった4問を取り上げておく。
　　問2、（　　　）最近、温度のかくさが激しいですね。
　　問4、（　　　）乗り越し時には必ずせいさんしてください。
　　問5、（　　　）あの犯人は犯した罪をじにんした。
　　問7、（　　　）どんな企業でも利益だけをついきゅうしてはいけません。
　調査の結果は【表1】のとおりである。
【表1】事前調査結果
練習問題（10間） 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10
正解で答えた人数 8 2 15 3 4 17 4 15 14 19
間違えで答えた人数 11 17 4 16 15 2 15 4 5 0
　フォローアップインタビューから間違えた原因は主に以下の2点であることが分か
った。
①語彙量
　　発音から連想できる語彙が少ない。
　②弁別力
　　いくつかの同音異義語から文脈に合う語彙を抽出できない。
4－3教案作成
　以上の問題点を明確にした上で、教案作成時には主として4－2の②弁別力の解決に
取り組んだ。学生に文章や語句を提供し、その文章の前後の文脈から語彙の意味を類
推させる方法を用いり、同音異義語が区別できるように指導する方法を考えた。
漢字教育実践研究 日本語漢字指導7－8A　教案
2006年5月22日 クラス：漢字指導7－8A 5時限　（17：20～17：50）
＊日　　時：2006年5月22（月）5時限＊対　　象：漢字指導7－8Aクラス＊学習項目＝同音異義語＊目　　標：
学習者に同音異義語の定義・原因を説明した上で、練習やゲームによって同音異義語の知識を身に付けさせる。
使用語彙：主に日本語能力試験2級出題基準の単語。　＊使用教材：自作プリント
導
時間
17：20～17：25
教室活動
『広辞苑』には「コウショウ」という言葉の同音異義語
として、48個も挙げられている。　「交渉」、「高尚」、「口
板書・補助教材
「コウショウ」の同音異義語の
語例を紙に書いて、Sに見せる。
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入 承」、「工匠」、「工商j、「校章」など学習者の同音異義語
に対する興味を引き出す。　Tは同音異義語の定義を説明
した後、同音異義語が多い原因を説明する。定義：同じ
音で意味の異なる単語を同音異義語と言う。原因：漢語
が日本語化する際、漢語の4声による意味の区別がなくな
って、同音語を生じることとなる。
17＝26～17：40Tが同音異義語をどのように区別するかについてSに説明 事前に準備した文章が書いてあ
展 する．礁灘雛灘灘。鰹鑛鱗鐡1 るプリント。　「貴社の記者が汽
開 鑛・微の正確な年齢はよく分からな、、．」「彼 車で帰社した」　「あの商人は証
の性格は明るくて、とても人気がある．、灘離騨纏 人の証言を承認した。」
三二1羅・犯人は罪を自認した．」「彼
は幹報を辞任した．、饒顎藍簸ミ鎚li鱗・所得
税の申告は解行う．1「これは深刻な問題蔦興野
繊灘鍵難壁・会議はこれをもちまして、終
了いたします。」「学校から修了証書をいただきました。」
グループゲームを行う。漢字圏と非漢字圏の学習者を混
ぜて、2グループを作り、2グループの代表を前に出させ
てゲームをする。　（Tは二つの文章が書いてある紙を黒
板に貼り、文脈によって、グループで相談させて、書い
てもらう。選んだ答えについて理由を聞く。）
17＝41～17：47Tが事前に用意した練習プリントをSに答えさせる。Tがそ Sの学習レベルにあわせ、自作プ
の答えを選んだ理由を聞く。 リント。
?
17＝48～17：50Sに同音異義語に対する感想を聞く。　（今までの経験な
?
ど）コンピューターによって文章を入力する時に同音異
め 義語の変換ミスに気づいてもらう。
4－4実習の流れ
　今回、教育実習の主な流れとしては導入・展開・まとめの三部分に分けた。それぞ
れの詳細は以下のとおりである。
4－4－1こ入
　学習者に教育実習の内容に興味をもたせるために、同音異義語の数が多いことと定
義と同音異義語が生じた原因を導入の部分で取り上げた。「コウショウ」と言う単語を
例として、「交渉」・「高尚」のような馴染みのある単語を事前にカードを作り、学習者
が思い出しやすいように黒板に貼って説明した。具体的な例を出すことによって、学
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習者の同音異義語に対する概念が深まり、展開の部分も理解しやすくなると考えられ
る。
4－4－2　展開
　まず、事前に準備してきた練習問題の用紙を学習者に配り、その中の二組の同音異
義語を例として取り上げることにした。学習者にとっては、実際に例を挙げることに
よって抽象的なことが分かりやすくなるからである。
　方法一＝その語の前後に現れた文脈を手がかりにして判別する。例えば、
　　例1、「彼女のセイカクな年齢はよく分からない。」
　　例2、「彼のセイカクは明るくて、とても人気がある。」
　この例において、注目すべきことは「正確」と「性格」という二つの単語が句の中
で果たしている役割である。例1の「セイカク」の後ろは「な＋名詞（年齢）」である。
したがって、名詞（年齢）は「セイカク」に修飾され、形容詞の機能を持っている「正
確」を選ばなくてはならない。例2の「セイカク」の後ろは「は＋形容詞（明るい）」
である。したがって、「セイカク」は形容詞（明るい）によって修飾され、名詞の機能
を持っている「性格」を選択することになる。
　方法二：単語を訓読みに分解してそれぞれの意味を考えることである。例えば、
　　例3、「彼は幹事長をジニンした。」
　　例4、「犯人は罪をジニンした。」
　この例においては与えられた単語「辞任」と「自認」をどのように訓読みに分解す
るかがポイントである。まず、「辞任」から分析する。「辞任」は「辞める」と「任（＝
務）」の二つの部分に分解することができる。その二つの部分は「補足関係」になってい
る。つまり、「任されたことを辞める」という意味になる。次の「自認」の場合は、「自
認」を訓読みに分解すると、「修飾の関係」になる。すなわち、「自ら認める」という意
味になる。
　次に、教室の雰囲気をやわらげるために、「グループ対戦ゲーム」を行うことにした。
漢字の学習は漢字圏の学習者にとって有利だと非漢字圏の学習者に指摘されたことが
あり、またお互いにコミュニケーションを深めるために、漢字圏と非漢字圏の学習者
を混ぜて、二つのグループに分けた。事前に同音異義語が入っている句を紙に書き、
各グループに選ばせ、グループで相談しながら答えを書き、一人の代表に黒板に答え
を書いてもらった。「キシャのキシャがキシャでキシャした」という文章はうまくでき
たが、「あのショウニンはショウニンの証言をショウニンした」という文章は学習者が
考えていることがこの文章を作ったときの意図と違って、異見が提出された。討論し
た結果、後者には二通りの回答があることが判明した。最終的には、問題は解決した
が、このエピソードから先入観を持たずに教えることの重要性と問題が発生したあと、
慌てて自分の考えを学習者に押し付けることなく、誠意を持って違う意見を聞くこと
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がもっとも重要なことであるということが分かった。
　最後に、残った練習問題を完成させることにした。同音異義語の区別方法の説明と
ゲームを行ったため、よく間違っていると想定される単語も正確かっスムーズに選ぶ
ことができた。
4－4－3　まとめ
　まとめ部分はあまり時間がなかったので、学習者に同音異義語に対する感想を聞く
ことにした。同じ読み方で異なる意味単語がたくさんあって、正しく認識しなければ、
誤解が生じることもある。特に、パソコンが普及し、パソコンによる文章を入力する
ときに、変換ミスにも気をつけなくてはならない。機械に頼りすぎずにきちんとチェ
ックすることが大切である。学習者が復習できるように、練習問題の答え合わせをす
るだけではなく、授業の最後のとき練習問題で取り上げた単語の読み方と意味が書い
てある用紙も一緒に配った。
　以上が同音異義語の教育実習における主な流れである。今回の授業では学生の質問
に臨機応変に対応できなかったので、もう少し気持ちにゆとりをもって授業をするべ
きだと思った。また日本語を教えるときは、教師は常に言葉に対して高い意識を持ち、
アクセントやイントネーションに気をつけるのはもちろん、学習者にとってわかりや
すい言葉や言い回しを事前にしっかりと把握しておかなければならないと思った。
　また教授内容が多い場合は、説明をわかりやすく簡潔にするだけでなく、絵パネル
やスクリーンなどを使うなど、効率よく授業が進められるように工夫することも必要
と実感した。
　今後の課題としては、時間の分配・学習者の問題の対応方法・自分が分かっている
ことをどのようにして伝えるのかなどを今後の教育実習のためにも考え直さなければ
ならないと痛感した。
4－5　練習問題の作成
　学習者の負担及び実践時間を考慮し、練習問題を10間作成した。今回の実践は「い
くつかの同音異義語から正確な一つを選択させる」という主旨であるので、練習問題
を選択問題の形にした。授業中に提出した弁別法の運用を対象語彙の選択に用いた。
　（文脈法）（　）を発見したら、すぐ消防車を呼んでください。
　　　　　　A火事　　　　　B家事
　（訓読み分解法）あの犯人は犯した罪を（　）した。
　　　　　　A辞任　　　　　　B自認→認める
　（品詞・助詞法）彼女の（　）な年齢はよく分からない。
　　　　　　A性格　　　　　B正確
　（複合語・関連語法）近所のデパートは価格（　）をしている。
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　　　　　　A競争　　　　　B競走
　それぞれの弁別方法は独立に使われるものではなく、総合的に応用すれば、同音意
義語の習得に役立つであろう。
5．おわりに
　日本語教育実践研究（7）において、いわゆる文脈を用いた同音異義語の指導方法は
今後の日本語指導に活かせる多くの実践したヒントが詰まっている。同音異義語は、
文脈によって意味が変わるため、学習者にとっては、新しい単語と認識される。文脈
が異なると、意味の弁別も難しくなる。同音異義語を指導する際には、学生に文章や
語句を提供して、その中から同音異義語を類推させる方法を使う。多様な文脈が提供
できれば、文脈に影響される率も低くなる。また、「品詞・助詞法」や「訓読み分解法」
などの方法も考察した。これは「同音異義語」を意心的に用いた試みの一つである。
最後に、本授業に参加したわれわれは、漢字教育の各課題に関する新しい教授法を今
後とも追及していきたいものとの思いを新たにした。
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